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発明の概要 溶液中のＤＮＡを溶液の流れまたは気液界面の移動により基

板上に配向固定する方法において、雲母板、ガラス板、シリコ

ン板およびサファイア板のいずれかの基板上に高さ１μｍ以下

１０ｎｍ以上の直線、円弧、方形また円形の凹みの形状をなし

て形成されている段差を設け、その段差と交差する方向に重力

・遠心力、電気泳動またはポンプによる送液あるいは吸い上げ

の手段でＤＮＡ溶液を流すか、または気液界面を移動させるこ

とにより、ＤＮＡの末端を段差面に付着させ、溶液の流れまた

は気液界面の表面張力によりＤＮＡを配向、伸長させるＤＮＡ

の伸長固定方法である。このように伸長固定されたＤＮＡ上の

遺伝子を蛍光色素ないしは微小金粒子などにより標識すれば、

ＡＦＭ（原子間力顕微鏡）やＳＮＯＭ／ＡＦＭ（走査型近接場

光プローブ顕微鏡）により、その位置をナノメートルレベルで

逐次決定して行くことが可能になる。

産業上の ＤＮＡを基板上の片面の特定位置に直線状に引き伸ばして固

利用性 定することができるので、ＡＦＭ（原子間力顕微鏡）やＳＮＯ

Ｍ／ＡＦＭ（走査型近接場光プローブ顕微鏡）による遺伝子位

置の詳細な決定を行うことが可能である。

適用製品 ＤＮＡの伸長固定方法が考えられる。
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